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綱脇龍妙の救らい事業



































































































































































































































































































































































































（明治 39）年 10 月 12 日の朝、身延川の川原にいたハンセン病患者 13 名を収容した32）。知人















1925 年 1928 年 1931 年 1933 年 1935 年 1936 年
収入 （身延本院のみ）（身延本院のみ） （九州分院共） （九州分院共） （九州分院共） （九州分院共）
御下賜金 500・000 500・000 500・000 500・000 500・000 500・000
皇太后陛下御下賜金 　 2,000・000 2,000・000 2,500・000 2,500・000
慶福會補助 　 　 　 　 200・000 200・000
内務省補助 2,281・000 2,150・000 2,457・000 3,216・000 2,184・000 3,517・000
山梨縣・身延町補助36） 200・000 200・000 200・000 200・000 620・000 420・000
山梨縣社會事業協會補助 　 　 　 　 50・000 50・000
宗務院補助 350・000 250・000 1,250・000 875・000 750・000 500・000
身延山補助 500・000 500・000 1,000・000 1,000・000 1,000・000 2,000・000
一般寄付 2,484・100 2,321・310 2,601・100 2,624・740 3,822・050 4,654・570
特殊寄付（後援會） 1,160・000 950・000 3,555・000 3,700・000 2,170・000 4,435・000
慈善凾 104・760 81・790 98・170 55・810 78・460 97・840
入院料金・患者義納金37） 2,019・300 2,265・500 1,330・040 1,173・130 3,738・320 2,610・520
基本金・當坐利子 2,983・990 3,369・780 1,947・410 2,324・530 3,184・640 3,827・220
雑収入 684・100 654・530 1,530・630 3,451・710 1,872・080 2,138・570
前年度繰越金 2,358・700 1,242・700 1,669・950 1,249・500 1,386・180 3,823・470





1925 年39） 1928 年 1931 年 1933 年 1935 年 1936 年
支出 （身延本院のみ）（身延本院のみ） （九州分院共） （九州分院共） （九州分院共） （九州分院共）
俸給・雑給 2,114・000 2,144・000 1,873・000 1,836・700 2,702・500 3,174・500
職員賄費 662・270 419・620 765・570 899・900 850・250
事務所雑費 495・700 596・950 416・160 480・410 478・140
通信・印刷費 112・850 176・370 273・960 282・250 292・570 321・480
賄費（患者賄費） 3,697・340 3,800・860 4,017・670 5,465・400 7,215・790 7,383・440
患者治療費 401・160 454・150 538・900 1,891・090 2,592・920 1,869・410
患者雑費 997・840 818・580 1,354・110 1,023・390 911・000 1,017・330
患者勞働手當 326・600 425・940 439・860 648・230 692・900 822・970
佛事費 57・720 51・500 93・340 174・620 137・610 62・700
勧募費 397・500 308・080 294・400 373・300 366・910 65・646
旅行費 141・800 163・780 403・420 410・620 459・220 749・570
施設増改築費等 2,878・310 1,304・190 7,375・780 6,543・510 1,590・320 5,790・830
学資金補助 385・000 500・000 419・000 531・500
諸雑費 67・790 235・700 633・590 325・880 362・210 521・180
基本金欠損補填 3,300・000 1,800・000 872・500 1,100・000 1,750・000
翌年度繰越 1,169・040 1,259・490 1,353・580 1,339・200 3,823・470 5,604・760





































　1935（昭和 10）年 8 月当時、職員はそれぞれ、身延本院に 7 名、九州分院に 5 名配属され
ている44）。ちなみに、九州分院の院長は、綱脇龍妙が兼務していた。
　戦中戦後は経営が大変厳しかったが、1946（昭和 21）年に生活保護法により保護施設とし


























































































































































ったこと。が大きく挙げられるが、本節では、 1 、園と入所者の良好な関係、 2 、不十分な












































　綱脇龍妙は 1970（昭和 45）年に遷化されたが、その後は娘である綱脇美智が 2 代園長と




























































































年度別 前年度ヨリノ在院 新入院 退院 死亡 延人員
明治 39 年 　 16（14& 2 ） 2 （ 2 & 0 ） 0 1,200（1016&184）
明治 40 年 14（12& 2 ） 28（21& 7 ） 22（18& 4 ） 4 （ 3 & 1 ） 6,205（5,110&1,095）
明治 41 年 16（12& 4 ） 30（23& 7 ） 22（15& 7 ） 2 （ 1 & 1 ） 7,300（5,740&1,560）
明治 42 年 21（18& 3 ） 33（29& 4 ） 32（29& 3 ） 2 （ 2 & 0 ） 7,513（5,969&1,544）
明治 43 年 20（16& 4 ） 35（27& 8 ） 28（22& 6 ） 4 （ 3 & 1 ） 8,241（6,583&1,658）
明治 44 年 23（18& 5 ） 44（37& 7 ） 41（35& 6 ） 4 （ 3 & 1 ） 8,051（6,395&1,656）
明治 45 年 22（17& 5 ） 45（38& 7 ） 41（35& 6 ） 4 （ 4 & 0 ） 8,271（6,543&1,728）
大正 2 年 20（13& 7 ） 46（35&11） 37（28& 9 ） 5 （ 3 & 2 ） 8,439（6,244&2,195）
大正 3 年 24（17& 7 ） 40（32& 8 ） 31（25& 6 ） 5 （ 3 & 2 ） 9,292（6,730&2,562）
大正 4 年 28（21& 7 ） 30（19&11） 23（15& 8 ） 7 （ 6 & 1 ） 10,756（8,031&2,725）
大正 5 年 28（19& 9 ） 44（37& 7 ） 34（29& 5 ） 5 （ 5 & 0 ） 11,558（8,373&2,185）
大正 6 年 34（23&11） 28（22& 6 ） 19（16& 3 ） 9 （ 8 & 1 ） 12,059（8,209&3,850）
大正 7 年 34（23&11） 37（30& 7 ） 24（21& 3 ） 11（ 8 & 3 ） 12,502（8,634&3,868）
大正 8 年 35（22&13） 35（33& 2 ） 26（25& 1 ） 11（ 7 & 4 ） 11,750（7,719&4,031）
大正 9 年 33（23&10） 41（34& 7 ） 27（23& 4 ） 6 （ 5 & 1 ） 13,611（10,253&3,358）
大正 10 年 41（29&12） 27（21& 6 ） 22（17& 5 ） 4 （ 3 & 1 ） 15,365（10,782&4,483）
大正 11 年 42（30&12） 25（21& 4 ） 17（15& 2 ） 9 （ 6 & 3 ） 15,226（10,968&4,258）
大正 12 年 41（30&11） 18（16& 2 ） 15（13& 2 ） 10（ 6 & 4 ） 14,455（10,295&4,160）
大正 13 年 34（28& 6 ） 29（23& 6 ） 13（11& 2 ） 10（ 8 & 2 ） 13,104（10,296&2,808）
大正 14 年 40（31& 9 ） 28（27& 1 ） 24（24& 0 ） 8 （ 6 & 2 ） 14,452（11,349&3,103）
大正 15 年 36（28& 8 ） 21（13& 8 ） 10（ 6 & 4 ） 1 （ 1 & 0 ） 15,665（11,566&4,099）
昭和 2 年 46（34&28） 18（11& 7 ） 9 （ 7 & 2 ） 1 （ 1 & 0 ） 18,026（12,963&5,063）
昭和 3 年 54（37&17） 5 （ 4 & 1 ） 3 （ 2 & 1 ） 6 （ 5 & 1 ） 19,206（13,399&5,807）
昭和 4 年 50（34&16） 16（ 7 & 9 ） 13（ 9 & 4 ） 3 （ 2 & 1 ） 18,524（12,912&5,612）
昭和 5 年 50（36&14） 13（13& 0 ） 15（14& 1 ） 0 （ 0 & 0 ） 17,539（12,759&4,780）
昭和 6 年 48（35&13） 16（10& 6 ） 6 （ 4 & 2 ） 4 （ 3 & 1 ） 18,707（13,255&5,452）
昭和 7 年 54（38&16） 18（15& 3 ） 12（ 9 & 3 ） 3 （ 2 & 1 ） 20,429（14,847&5,582）
昭和 8 年 57（42&15） 20（15& 5 ） 12（10& 2 ） 4 （ 2 & 2 ） 20,823（15,367&5,456）
昭和 9 年 61（45&16） 16（15& 1 ） 11（ 8 & 3 ） 5 （ 4 & 1 ） 21,046（16,115&4,931）
昭和 10 年 　 　 　 　
昭和 11 年 64（49&15） 8 （ 7 & 1 ） 7 （ 5 & 2 ） 3 （ 2 & 1 ）













5 ） ハンセン病は、1941（昭和 16）年にアメリカの国立ハンセン病療養所カーヴィルにおける臨床実験に
よって、治療薬プロミンのハンセン病に対する治療効果が確認されていたが、日本国内の療養所でプロ
ミンの使用が始まる 1947（昭和 22）年まで治らない病とされていた。










福祉学会年報 36 号』所収（日本仏教社会福祉学会、2005）p. 12。











































24） 綱脇龍妙「身延の深山（昭和 25 年 4 月ともしび）」『綱脇龍妙遺稿集』所収（深敬園内遺稿集刊行係、
1976）p. 194。






















































































   （身延深敬病院、明治三拾九年十一月八日發行　「一厘の功徳」　深敬第壹號より）
   （※ルビは全てに振られているが、本稿では読みが特殊であるものの一回目のみを振っている。）
34） 同上。
35） 表 1・2 は見比べやすいよう、いくつかの項目を結合・合計している。
36） 1935（昭和 10）年より、身延町補助が開始された。
37） 1936（昭和 11）年より、入院料金から患者義納金と名称を変えている。
38） 1925（大正 14）年は、患者と事務所・職員の費用を同じくしているものが多い。また、1931（昭和 6）
年以降の支出は身延本院と九州別院は支出を別に計上していたが見比べやすいよう合算している。
39） 身延深敬病院事業報告に掲載されている、1925 年の支出の合計は間違っている。正しくは 15,661 円



























51） 2012（平成 24）年 6 月 30 日に身延深敬園元入所者である、A さん B さんのお二人からお話を伺った。
四時間弱お話を伺った。





55） 同上 p. 262。















62） 同上 pp. 101-104。
















72） 同上 p. 181。
73） 同上 pp. 159-160。




77） 同上 p. 208。
78） 同上 p. 254。
79） 岡山県ハンセン病問題関連史料調査委員会　ハンセン病問題関連史料調査専門員編『長島は語る　岡
山県ハンセン病関係資料集・前編』（岡山県、2007）p. 197。




  1 、四国　―　四二人
  2 、神戸　兎谷　―　一四人
  3 、静岡　阿
マ マ
部川・沼津　―　一三人
  4 、大阪　―　一三人
  5 、京都　 　　六人
  6 、岐阜　―　　五人
  7 、新潟　万代橋　―　　四人
  8 、富山　―　　八人





































  　　神戸市　 区　 　 　　T・H 様方
  　　M・T
  　愛生園院長様

